
記 載 例
様式 11 

り 災 証 明 申 請 書 

 

　魚津市長　村椿　　晃　あて 

 

令和６年１月２９日 

 

 

※住家とは、現実に居住（世帯が生活の本拠として日常的に使用していることをいう。）のために使用している

建物のこと。（被災者生活再建支援金や災害救助法による住宅の応急修理等の対象となる住家）

 
申
請
者
（
窓
口
に
来
た
人
）

住所 魚津市釈迦堂一丁目１番 10 号

 
（ふりがな） 

氏名

うおづ　たろう 

魚津　太郎

 
生年月日 Ｓ＊＊年＊＊月＊＊日 電話番号

０９０－＊＊＊＊－

＊＊＊＊
 

り災者との関係 ☑本人　□同一世帯員　□その他（　　　　　　　　　　）

 
り
災
者
（
証
明
が
必

要
な
人
）

住所
☑申請者と同じ

 
（ふりがな） 

氏名

☑申請者と同じ

 
生年月日 年　　月　　日 電話番号

 
り災日時 
及び原因

令和　　　年　　　月　　　日　午前・午後　　　　時　　　分頃 
☑地震　□暴風　□豪雨　□豪雪　□その他（　　　　　　　　　　）

 
り災物件 ☑住家　（　自己所有　・　借家　・　借間　・　その他　）

 
り災住家 
の所在地

☑り災者住所と同じ

 

り災時の 
世帯構成員

氏名 続柄 生年月日 氏名 続柄 生年月日

 
魚津　花子 妻 S*年*月*日

 

 

 
り災状況等

基礎の数箇所に亀裂が入り、外壁の一部が崩落した。

 
り災住家の 
被害の程度

□全壊　□大規模半壊　□　中規模半壊　□半壊　□準半壊 
☑準半壊に至らない（一部損壊）

 
必要枚数 １　　　　枚 受取方法 □窓口　☑郵送

 
自己判定方式の利用 

（同意する場合は☑）

☑　自己判定方式を利用し、被害の程度を「準半壊に至らない（一部損

壊）」とすることに同意します。 
※提出いただく写真で判定し、現地調査を省略します。

 
固定資産課税の利用 

（同意する場合は☑）

☑　被害認定調査を効率化するため、固定資産課税台帳等に記載された

物件の情報を利用することに同意します。 
※り災物件が自己所有の方のみ対象となります。


